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2024年 10月 20日主日礼拝 「何ものも神の愛から私たちを引き離せない」

招詞 ローマ 8:38-39

8:38 私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いたちも、支配者たちも、今あるものも、後に来るものも、力あ

るものも、

8:39 高いところにあるものも、深いところにあるものも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにあ

る神の愛から、私たちを引き離すことはできません。

主題聖句 ヨブ記 1:21～ 2:10

1:21 そして言った。「私は裸で母の胎から出て来た。また裸でかしこに帰ろう。【主】は与え、【主】は取られる。【主】

の御名はほむべきかな。」

1:22 ヨブはこれらすべてのことにおいても、罪に陥ることなく、神に対して愚痴をこぼすようなことはしなかった。

2:1 ある日、神の子らがやって来て、【主】の前に立った。サタンも彼らの中にやって来て、【主】の前に立った。

2:2 【主】はサタンに言われた。「おまえはどこから来たのか。」サタンは【主】に答えた。「地を行き巡り、そこを歩き

回って来ました。」

2:3 【主】はサタンに言われた。「おまえはわたしのしもべヨブに心を留めたか。彼のように、誠実で直ぐな心を持

ち、神を恐れて悪から遠ざかっている者は、地上には一人もいない。彼はなお、自分の誠実さを堅く保ってい

る。おまえは、わたしをそそのかして彼に敵対させ、理由もなく彼を呑み尽くそうとしたが。」

2:4 サタンは【主】に答えた。「皮の代わりは、皮をもってします。自分のいのちの代わりには、人は財産すべてを与

えるものです。

2:5 しかし、手を伸ばして、彼の骨と肉を打ってみてください。彼はきっと、面と向かってあなたを呪うに違いありま

せん。」

2:6 【主】はサタンに言われた。「では、彼をおまえの手に任せる。ただ、彼のいのちには触れるな。」

2:7 サタンは【主】の前から出て行き、ヨブを足の裏から頭の頂まで、悪性の腫物で打った。

2:8 ヨブは土器のかけらを取り、それでからだを引っかいた。彼は灰の中に座っていた。

2:9 すると、妻が彼に言った。「あなたは、これでもなお、自分の誠実さを堅く保とうとしているのですか。神を呪って

死になさい。」

2:10 しかし、彼は妻に言った。「あなたは、どこかの愚かな女が言うようなことを言っている。私たちは幸いを神から

受けるのだから、わざわいも受けるべきではないか。」ヨブはこのすべてのことにおいても、唇によって罪に陥

ることはなかった。

ハイデルベルク信仰問答

問２８ 神の創造と摂理を知ることによって、わたしたちはどのような益を受けますか。

答 わたしたちが逆境においては忍耐強く、

順境においては感謝し、

将来についてはわたしたちの真実な父なる神をかたく信じ、

どんな被造物もこの方の愛からわたしたちを引き離すことはできないと

確信できるようになる、ということです。

なぜなら、あらゆる被造物はこの方の御手の中にあるので、

御心によらないでは動くことも動かされることもできないからです。

出典： 『ハイデルベルク信仰問答―証拠聖句付き』、 吉田 隆 (著, 翻訳)、新教出版社 (2004/1/1)



- 2 -

引用聖句

①創世記3:1-5

3:1 さて蛇は、神である【主】が造られた野の生き物のうちで、ほかのどれよりも賢かった。蛇は女に言った。「園の

木のどれからも食べてはならないと、神は本当に言われたのですか。」

3:2 女は蛇に言った。「私たちは園の木の実を食べてもよいのです。

3:3 しかし、園の中央にある木の実については、『あなたがたは、それを食べてはならない。それに触れてもいけな

い。あなたがたが死ぬといけないからだ』と神は仰せられました。」

3:4 すると、蛇は女に言った。「あなたがたは決して死にません。

3:5 それを食べるそのとき、目が開かれて、あなたがたが神のようになって善悪を知る者となることを、神は知って

いるのです。」

②エペソ6:10-18

6:10 終わりに言います。主にあって、その大能の力によって強められなさい。

6:11 悪魔の策略に対して堅く立つことができるように、神のすべての武具を身に着けなさい。

6:12 私たちの格闘は血肉に対するものではなく、支配、力、この暗闇の世界の支配者たち、また天上にいるもろも

ろの悪霊に対するものです。

6:13 ですから、邪悪な日に際して対抗できるように、また、一切を成し遂げて堅く立つことができるように、神のす

べての武具を取りなさい。

6:14 そして、堅く立ちなさい。腰には真理の帯を締め、胸には正義の胸当てを着け、

6:15 足には平和の福音の備えをはきなさい。

6:16 これらすべての上に、信仰の盾を取りなさい。それによって、悪い者が放つ火矢をすべて消すことができま

す。

6:17 救いのかぶとをかぶり、御霊の剣、すなわち神のことばを取りなさい。

6:18 あらゆる祈りと願いによって、どんなときにも御霊によって祈りなさい。そのために、目を覚ましていて、すべて

の聖徒のために、忍耐の限りを尽くして祈りなさい。


